
地
域
密
着
、

身
近
な
話
題
を

体
験
取
材
！

ま
ち
か
ど特派

員
だ
よ
り

認
知
症
を
支
え
る
若
い
人
達
の
活
動
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いきいきサークル

おいでください

■清
せい

友
ゆう

会
かい

クリスマスチャリティコンサート　
12月15日㈰14:00～16:00(開場／13:30)､文
化センター　 1,000人　 一般／500円・
小学生以下／300円　 　神田 070-
5598-2351(当日13:00まで)　 今年
で22回を迎えます。福祉施設のバザーも
お楽しみに。
■チャリティクリスマスライブ・みんな
のステージ　12月21日㈯10:00～17:00、
コミュニティセンター　 300人　 　
結城和也音楽事務所 771-7989(18:00ま
で)　 皆様方と楽しい時間を過
ごしたいと思っております。
■クリスマスダンスパーティー　12月
22日㈰13:30～16:00、市民体育館　

500円　 　波
は

田
た

野
の

080-5460-2089　
村井ダンス教室共催。クリスマ

スパーティーです。
■コリーナヴェルデクリスマスコンサート
12月22日㈰14:00～16:00、文化センター　
166人　 前売り／1,500円(高校生以
下1,000円)・当日／1,800円(高校生以下
1,200円)　 12月21日㈯までに　望月
090-5793-3436(11:00以降)　 中
島ゆみ子らによるバイオリン、チェロ等
のコンサート。
■上尾市民吹奏楽団第33回新春チャリ
ティコンサート　令和2年1月12日㈰
17:00～(開場／16:30)、文化センター　
500円(小学生以下、65歳以上、障害
者手帳持参の人は無料)　 　北岸
090-8518-0103　 ｢オリンピック
／ミュージカル特集｣お楽しみ下さい。

組・中学生以上18:00～20:20、上尾警察
署道場　 満5～18歳　 スポーツ保険
加入料800円　上尾警察署少年係 773-
0110(9:00～17:00)　 基本から
丁寧に教えています。見学・体験大歓迎
です。
●泉心流 いずみ吟詠会　毎月2回㈪9:30
～11:30、上平公民館　 月額2,000円
(維持費月額500円)　宮沢 771-1915　

詩吟の基本から学べます。初心
者歓迎、無料体験あり。
●ダンシングチェリー(ストレッチ・
ジャズダンス)　毎週㈭15:00～16:30、
市民体育館・各公民館　 40～70歳代
の女性　 月額3,000円(入会金1,000円)　
石坂 726-1105(18:00以降)　 ス
トレッチだけでも可。見学•体験大歓迎｡
●上尾失語症アッピー友の会　毎月第1
㈯13:00～16:00、市社会福祉協議会ふ
れあいハウス　 患者と家族　 年額
2,000円　山﨑 781-9380(15:00以降)　

脳卒中や事故で会話が難しい
方、元気になりましょう。

●上尾警察署ひまわり少年剣道教室　毎
週㈫・㈭①基本組18:00～19:15②防具

　
9
月
22
日
、
秋
晴
れ
の
青
空
の

も
と
、
9
時
30
分
、
オ
レ
ン
ジ
色

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た
ラ
ン
ナ
ー
16

人
が
市
内
上
野
の
介
護
老
人
福
祉

施
設
あ
け
ぼ
の
の
玄
関
前
か
ら
、

大
勢
の
入
居
者
の
皆
さ
ん
に
見
送

ら
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は

｢R

ラ

ン

un

伴と
も｣

。｢Run

伴｣

と
は
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、支
援
者
、

地
域
の
協
力
者
が
リ
レ
ー
で
タ
ス

キ
を
つ
な
い
で
い
き
、
認
知
症
へ

の
理
解
と
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い

く
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
こ
の
日
、
全
国
で
3
万
人
以
上

が
参
加
し
、
各
地
で
出
会
い
と
触

れ
合
い
を
広
め
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
を
走
り
、
ゴ
ー
ル
に
向
か

い
ま
し
た
。
上
尾
ル
ー
ト
の
ゴ
ー

ル
は
上
尾
市
役
所
東
側
駐
車
場
に

設
け
た
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
す
。
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
上
尾
、
ら
ぽ
ー
る

上
尾
、
そ
し
て
フ
ル
ー
ル
上
尾
な

ど
の
施
設
を
中
継
し
、
2
時
間
か

け
て
約
8
㌔
の
距
離
を
走
り
抜
い

た
30
〜
40
代
の
若
い
世
代
が
、
汗

だ
く
で
ク
タ
ク
タ
に
な
り
な
が
ら

も
、
爽
や
か
な
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
の

テ
ー
プ
を
切
っ
て
い
る
の
が
印
象

的
で
し
た
。

　
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得

る
脳
の
病
気
で
す
が
、
今
、
高
齢

化
が
進
む
社
会
で
、
そ
の
ケ
ア

は
、多
く
の
場
合
が
家
族
中
心
で
、

個
々
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　Run

伴
の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
活

動
は
、
こ
と
し
で
10
年
に
な
り
、

埼
玉
に
タ
ス
キ
が
つ
な
が
っ
た
の

は
4
年
前
で
す
。
ま
だ
ま
だ
一
般

の
人
に
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。全
国
で
認
知
症
の
人
は
、

2
0
2
5
年
に
は
約
700
万
人
に
な

る
と
い
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
団
塊
の

世
代
の
高
齢
化
も
進
む
中
、
大
き

な
社
会
問
題
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。

　
オ
レ
ン
ジ
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
走

り
、
認
知
症
支
援
を
Ｐ
Ｒ
す
る
姿

が
上
尾
の
皆
さ
ん
に
も
広
く
伝
わ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

イベントの様子

ゴールしたランナー

上
尾
地
区

大お
お

成な
り

　
達た

つ

夫お

さ
ん

16



子どもたちに祭りばやしを教え続けて20年

　

と
あ
る
火
曜
日
の
夜
。
平
方
に
あ
る
馬ば

蹄て
い

寺じ

近
く
の
下し

も

宿じ
ゅ
く

公
民
館
か
ら
、
お
は
や
し
の
笛
と

太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
中
に
入
っ
て

み
る
と
、
小
学
生
ら
し
き
子
ど
も
た
ち
が
太
鼓

の
前
に
座
っ
て
熱
心
に
た
た
い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
後
ろ
で
笛
を
吹
い
て
い
る
の

は
、
市
登
録
無
形
民
俗
文
化
財「
平
方
下
宿
の

祭
り
ば
や
し
」の
保
持
団
体
で
あ
る「
下し

も

町ち
ょ
う

は
や

し
連
」の
苗
村
幸
男
さ
ん
。
そ
し
て
、
太
鼓
を

た
た
く
様
子
を
見
守
っ
て
い
る
の
は
、
同
は
や

し
連
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

祭
り
ば
や
し
は
、
笛
1
人
、
小
太
鼓
2
人
、

大
太
鼓
1
人
、
鉦か

ね

1
人
の
5
人
で
演
奏
す
る
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
る
民
俗
芸
能
で
す
。「
平
方

下
宿
の
祭
り
ば
や
し
」は
、
平
方
・
下
宿
地
区

に
伝
わ
る
祭
り
ば
や
し
で
、
現
在
で
は
3
月
の

フ
セ
ギ(

春
の
祭
礼)

、
7
月
の
天て

ん

王の
う

様さ
ま(

祇
園

祭)

や「
平
方
の
ど
ろ
い
ん
き
ょ
」(

平
方
・
上

宿
地
区
の
上か

み

町ち
ょ
う

は
や
し
連
の
応
援)

、
10
月
の

お
日
待
ち(

秋
祭
り)

や
平
方
地
区
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
際
に
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

苗
村
さ
ん
が
習
い
始
め
た
の
は
、
一
度
中
断

し
て
い
た
祭
り
ば
や
し
が
再
開
し
た
昭
和
54
年

の
こ
と
。
当
時
は
、
地
区
の
20
代
以
上
の
男
性

40
人
く
ら
い
が
習
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。「
は

や
し
を
や
る
ん
だ
っ
た
ら
、
笛
を
や
っ
て
み
た

い
」と
思
っ
て
い
た
苗
村
さ
ん
は
、
習
い
始
め

て
か
ら
1
〜
2
年
後
、
笛
に
誘
わ
れ
ま
す
。
祭

り
ば
や
し
に
は
譜
面
が
な
い
た
め
、
先
輩
の
吹

き
方
や
出
す
音
で
覚
え
る
し
か
な
か
っ
た
そ
う

で
す
が
、「
先
輩
が
厳
し
い
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。
笛
を
吹
く
の
が
楽
し
か
っ
た
の
で
、

と
に
か
く
毎
日
練
習
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

苗
村
さ
ん
た
ち
の
世
代
が
は
や
し
連
を
担
っ

て
い
く
一
方
で
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら
小
学
生
に

教
え
て
い
ま
す
。
現
在
習
っ
て
い
る
の
は
、
1

年
生
1
人
、
4
年
生
2
人
、
5
年
生
3
人
、
6

年
生
1
人
の
計
7
人
。
毎
週
火
曜
日
の
夜
に
、

下
宿
公
民
館
に
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
み
ん

な
練
習
を
や
め
て
し
ま
う
の
が
悩
み
」と
苗
村

さ
ん
。
そ
れ
で
も「
練
習
の
経
験
が
あ
れ
ば
、

期
間
が
空
い
て
も
す
ぐ
に
感
覚
を
取
り
戻
し
ま

す
」と
、
教
え
た
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
か
戻
っ

て
き
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
31
・
32
年
に
行
わ
れ
た
上
尾
町
の
祭
り

ば
や
し
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
2
年
連
続
で
優
勝
し

た
と
い
う
下
町
は
や
し
連
。「
こ
の
取
材
を
き
っ

か
け
に
、
歴
史
あ
る
祭
り
ば
や
し
を
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
子
ど
も
や
仲
間
が
増
え
て
く
れ
る

と
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
語
る
苗
村
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
も
は
や
し
連
の
人
た
ち
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
に
教
え
続
け
ま
す
。

Information in English、Informação em português、Información en español、 　(P.38)

号
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No.

令和元年

1028

2019

11

ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
～人・仲間～

はやし連の人たちと伝統芸能の継承に力を入れる

苗な
え

村む
ら

　
幸ゆ

き

男お 

さ
ん

 

（
平
方
在
住
）

「クイズ アッピーを探そう！」（2ページ参照）で寄せられた
『広報あげお』への感想・意見を紹介します。今月は11月号です。

⇨広報広聴課　 775-4918・ 776-8873 ※内容は一部要約しています。

『広報あげお』は、読者の皆さんの感想を参考にし、より良い誌面作り
を目指しています。これからも皆さんの感想をお寄せください。

太鼓を練習する子どもたちと
下町はやし連の皆さん
(笛を吹いているのは苗村さん)

● 毎月どんな人が紹介されるのか楽しみにしています。11月
号に掲載された奥山さんには、今後も頑張ってもらいたい
です。(40代男性)
● 自分の住む市に、老若男女問わず、さまざまな分野で活躍
されている人がいるのを、誇りに感じます。 (60代女性)

スポットライト
奥山 桃花さん

スポットライトでは、毎月さまざま
な分野で活動・活躍されている市民
の人たちを紹介しています。これか
らもご期待ください。

市では、多胎児ならではの喜び
や苦労などの情報交換ができる
場を提供し、楽しく子育てがで
きるよう支援しています。ぜひ、
ご活用ください。

表紙
ふたご兄弟　なかよく元気に育ってね

～保健センター  ふたご♡みつごのワクワクルーム～

● とてもかわいらしいふたごですね。子どもたちを見てい
ると癒やされます。 (50代女性)
● 市内にふたご・みつごの親たちが情報を共有できる環境
があることは、良いことだと思います。(30代男性)

『広報あげお』は、読者の皆さんの感想を参考にし、より良い誌面作り
を目指しています。これからも皆さんの感想をお寄せください。
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